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（1）発表者：生産技術研究所 酒井康行 助教授（第４部 物質・環境系部門） 

 

（2）内 容： 

「第 20 回 日本動物実験代替法学会大会」  

2006 年 12 月 8～9 日、東大駒場Ⅱリサーチキャンパス 

シンポジウム２「代替法をめぐる欧州と日本の動き」及び特別企画１「JaCVAM に期待

する」において、ヨーロッパおよび米国の代替法コーディネート機関の代表（ECVAM から

Dr. Hartung 及び ICCVAM から Dr. Schechtman）を招き、特別講演や関連省庁・業界団体

の参加を得てパネルディスカッションを行う。 

JaCVAM は EU および米国について設立された代替法普及のためのコーディネート機関で、

国立医薬食研の中の１室として昨年 11 月にスタートした。EU では 2009-2013 年で動物実

験を使用して安全性評価を行った原料を含む化粧品の EU 域内での販売が禁止となる。ま

た、新たな化学物質管理体系としてその導入が賛否両論である REACH について、それに現

状のまま従うと動物実験が膨大となるので、EU では代替法の導入を加速することで乗り

切ろうとしている。その研究 PJ としては、急性毒性・発生毒性・感作性の３つの EU－PJ

が５年計画で昨年よりスタートしている。これに対してわが国でも NEDO-PJ として初の代

替法の PJ が H18 よりスタートした。リーダーは食品薬品安全性センターの田中憲穂氏

（現・代替法学会会長）で、特に発ガンプロモーター試験の OECD のテストガイドライン

への導入を目指す。 

ノエビア協賛特別企画「代替法チャレンジコンテスト」第一回開催：今回、動物実験代

替法の教育活動の一環として、動物実験代替に関する研究・意見討論会「動物実験代替法

チャレンジコンテスト」を株式会社ノエビアの協賛により企画した。「動物実験代替に関

する意見または具体的な方法について 800 字程度にまとめる」との題で、全国の高校の理

科担当教員に案内状を送付している。優秀な提案は学会時に口頭発表を行ってもらうと同

時に、以下の代替法世界大会に招待する。    （http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsaae/） 

 

「第 6 回 動物実験代替法世界大会」 2007 年 8 月 21～25 日、ホテルイースト 21（東陽町） 

アジア圏で初の開催となる。特に上記の化粧品および一般化学物質を対象としたREACHの

試行などが予定される直近の世界学会で、各国から約 800 名程度の参加が見込まれている。

大会長は国立医薬食研の大野泰雄副所長とドイツのリスク評価機関のDR. Spielmannが務

める。                   （http://www.knt.co.jp/ec/2007/wc6/） 

 

（3）問い合わせ先： 

酒井康行 助教授 

東京大学 生産技術研究所（医学系研究科・疾患生命工学センター兼務） 

〒153-8505 東京都目黒区駒場4-6-1 

TEL: 03-5452-6352   FAX: 03-5452-6353 

E-mail: sakaiyas@iis.u-tokyo.ac.jp
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